
【
有
利
採
材
の
徹
底
】

１
本
の
立
木
の
価
値
を
最
大
限
に
高

め
る
た
め
に
は
、
需
要
者
側
で
ど
の
よ

う
な
長
さ
や
太
さ
（
材
種
）
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
曲
が
り

な
ら
ば
許
容
さ
れ
る
の
か
、
最
終
製
品

は
何
か
を
把
握
し
つ
つ
、
需
要
者
側
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
採
材
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

１
本
の
立
木
の
価
値
は
、
ど
の
よ
う

な
長
さ
の
丸
太
を
何
本
採
る
の
か
（
採

材
方
法
）
に
よ
り
大
き
く
差
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
管
内
に

お
い
て
、
有
利
採
材
の
徹
底
に
向
け
、

生
産
請
負
事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を

対
象
と
し
た
採
材
現
地
検
討
会
を
、
今

年
度
は
11
署
等
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
現
地
検
討
会
に
は
、
県
・
市
町

村
の
林
業
関
係
部
局
の
ほ
か
、
森
林
組

合
、
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
の
協
定
者
、
原
木
市
場
な
ど
か
ら

多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
複
数
の
班

に
分
か
れ
て
、
腐
れ
・
割
れ
・
曲
が
り

な
ど
の
欠
点
を
確
認
し
、
丸
太
の
サ
イ

ズ
毎
の
単
価
の
違
い
も
意
識
し
な
が
ら
、

２
ｍ
、
３
ｍ
、
４
ｍ
等
の
長
さ
の
丸
太

に
切
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
木
市
場
等
の
木
材
需
用
者
か
ら
は

丸
太
の
サ
イ
ズ
毎
の
需
要
動
向
や
価
格
、

通
直
材
に
お
け
る
曲
が
り
の
許
容
量
な

ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
木
材
の
需
給
・
価
格
安
定
の

仕
組
み
】

林
野
庁
で
は
、
地
域
の
木
材
の
価
格

や
需
給
の
動
向
を
把
握
・
分
析
し
、
国

有
林
か
ら
の
木
材
の
供
給
量
や
供
給
時

期
の
調
整
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
各
森
林
管
理
局
に
国
有
林
材

供
給
調
整
検
討
委
員
会
を
、
林
野
庁
本

庁
に
中
央
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
事
業
者
等
の
外
部
有
識
者
で

構
成
す
る
「
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林

材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
」
を
四
半
期

に
一
度
開
催
し
、
国
有
林
材
の
供
給
調

整
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。現

在
、
国
有
林
か
ら
の
木
材
供
給
は
、

ほ
と
ん
ど
が
人
工
林
の
伐
採
木
に
よ
り

行
っ
て
お
り
、
関
東
森
林
管
理
局
が
管

理
す
る
人
工
林
の
面
積
に
つ
い
て
は
、

管
内
1
都
10
県
の
民
有
林
を
含
む
人
工

林
全
体
の
21
％
に
及
ん
で
い
ま
す
。
木
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材
価
格
の
急
激
な
上
昇
や
下
降
が
発
生

し
た
際
は
、
国
有
林
材
の
供
給
の
量
や

時
期
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内

の
木
材
需
給
や
価
格
へ
の
悪
影
響
の
緩

和
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ

を
見
越
し
た
住
宅
等
の
駆
け
込
み
需
要
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
の
特
需
的
な
需
要

の
伸
び
な
ど
、
木
材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
木
材
を
供

給
し
価
格
の
安
定
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
木
材
生
産
に
お
け
る
生
産
性

向
上
の
取
り
組
み
】

関
東
森
林
管
理
局
の
各
森
林
管
理
署

等
に
お
い
て
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化

に
貢
献
す
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
国

有
林
が
発
注
す
る
素
材
生
産
請
負
事
業

の
各
事
業
地
に
お
け
る
木
材
生
産
性
の

向
上
に
平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
立
木
の
伐
倒
か
ら
、

木
寄
せ
、
造
材
、
集
運
材
ま
で
の
生
産

性
（
作
業
者
一
人
の
一
日
当
た
り
の
作

業
量
）
の
目
標
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、

作
業
工
程
毎
の
作
業
量
を
記
録
す
る
作

業
日
報
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
工
程

毎
の
生
産
性
を
把
握
・
分
析
し
、
こ
れ

を
短
期
間
で
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
工
程
の

問
題
を
解
消
し
シ
ス
テ
ム
全
体
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

素
材
生
産
請
負
事
業
の
実
施
期
間
中

に
、
地
域
の
林
業
関
係
者
（
県
、
県
の

研
究
機
関
、
市
町
村
、
近
隣
の
林
業
事

業
体
）
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
現

地
検
討
会
を
開
催
し
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
改
善
方
法
、
生
産
現
場
の
創
意
工
夫

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
う
な
ど
、
地

域
全
体
で
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
通
じ
て
木
材
生
産
の
収

益
性
が
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
の
育
成
や

林
業
労
働
者
の
処
遇
改
善
、
地
域
の
林

業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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